
在宅医療・介護連携市民講演会アンケート結果　　　　令和5年10月29日（日）開催 参考資料２

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

41 18 17 1 1 1 3 7 9 8 3 1 1 6

45 17 21 4 2 3 3 6 8 8 2 1 1 7

0 0 0

8 2 6 1 1 3 1 1 1

0 0 0

13 3 9 1 1 1 1 5 2 1 1

43 16 19 1 1 4 2 2 1 4 6 6 5 1 1 1 8

1 1 0 1

48 20 27 1 1 5 2 3 1 5 7 11 8 1 1 1 1

0 0 0

1 0 0 1

51 19 27 1 1 5 2 3 1 5 7 11 7 1 1 1 5

4 0 0 4

0 0 0

43 16 21 1 1 5 2 1 4 6 9 5 1 1 1 6

8 2 4 1 1 2 2 2

3 1 1 1 1 1

34 9 17 4 1 1 5 9 3 2 1 8

26 8 14 1 3 2 1 2 3 6 2 2 4

22 10 10 1 3 2 3 3 2 5 1 2

0 0 0

参加者数：80名（うち関係者11名）（当日参加8名・当日欠席15名）　　  年代別（40代1名/50代4名/60代8名/70代31名/80代15名/90代2名/不明7名）

　　　　　圏域別（北部13名/南部29名/船穂8名/印旛4名/本埜7名/不明7名）　　　　　アンケート提出者数：60名（回収率75％）
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在宅医療・介護連携市民講演会アンケート結果　　　　令和5年10月29日（日）開催 参考資料２

・昨年もよかったが、今年の体験談もすごく参考になった。

地域包括支援センターからの説明について

・在宅療養の大変さを知り、もっと知識を増やしたいと思った。

・体験談で、専門職の方からの反省は別の機会でよかったのでは。

・印西市の在宅療養がチームでよりよい方向に形成されるよう希望。

・訪問診療の先生をもっと増やしてほしい。

・内容が豊かだった。今後も継続して開催してほしい。

・最期1週間だけ在宅で過ごしたいと思った。

・具体的に1日の生活の流れを知りたかった。

・家族と密にコミュニケーションをとる必要性がある。

その他

・元気なうちに知ることができてよかった。

・新たに気づく内容があって参考になった。

体験談について

・特殊な事例であるとのことだが、勉強になった。

・フルタイムで働いている自分事として、大変参考になった。

・とても感銘を受けた。仕事をしながらとてもすごい。

・当事者の思いや気持ちを知ることができてよかった。

・自分より大変な人がいて、えらいなぁと思った。

・サービスの組み合わせの仕方について勉強になった。

・デイサービスの内容について勉強になった。

・介護中なので、自分も頑張る勇気が出た。

・他では聞くことができない実体験を聞くことができた。

・病状によって対応が変わるので家族は大変だと知った。

・いかに自分が在宅療養について内容を理解していないか大変さを知った。

・介護する側、される側の気持ちを考えさせられた。

・経済力・介護力・覚悟の必要性や心構えが十分にわかった。

・末期のデイサービスの利用はお母さまは辛かったと思う。

・簡潔な説明でよかった。

・私も覚悟して生きていかなくてはと思った。

・「独居の人こそ、在宅医療を」という言葉が大変よかった。

・具体的な内容のお話をしていただきありがとうございました。

・困ったときの相談先などが理解できた。

・ケアマネと家族とのコミュニケーションの大切さを痛感。

・大変参考になり、いろいろと考えるきっかけができた。

・昨年より内容がよかった。永井先生の話が特によかった。

・在宅で、胃ろうなどどこまでできるか知りたかった。

・認知症の方を対象とした在宅療養について知りたかった。

・いろいろな知識で参考になった。

・貴重なお話を聞くことができてよかった。

・在宅と病院の比較がよかった。

・在宅医療が増えてきていることがわかりやすかった。

・今後の在宅療養の方向性を自分なりに考え、参考になった。

・なぜ今在宅医療かではなく内容についてもっと聞きたかった。

・痛みの緩和の処置は何科の医師がやるのかなど知りたかった。

・永井先生のやさしさ、河内先生の力強さが心に響いた。

医師の講演について

・とてもわかりやすかった。

・在宅医療の必要性を知ることができた。

・安心して印西で暮らせそう。

・自分の将来に役立ちます！


